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「春爛漫」 林田  拓郎さん 撮影

　国土交通省が募集した『平成30年度河川愛護月間の「絵手
紙」』で、福嶋和奏さん（深江中１年）が優良賞を受賞しました。
　募集テーマは「川遊び～川での思い出・川への思い～」で、
全国から1,084点の応募があり、福嶋さんの作品は優良賞
８点のうちに選ばれ、県内では唯一の受賞となりました。
　３月７日、市役所で表彰伝達式が行われ、福嶋さんは、
「楽しそうな雰囲気が伝わるように表情を工夫しました。
賞をもらえると思ってなかったので驚いたけどうれしかっ
た」と喜びを話しました。

福嶋さんが河川愛護月間絵手紙で優良賞

　長崎新聞PTA広報紙コンクールにおいて、県内小中学校
144校の応募の中から、口之津中学校育友会発行の広報紙「か
けはし」が見事グランプリに輝きました。
　口之津中育友会の八木香織さん（広報部長）は、「多くの方
から祝福の言葉をいただきうれしく思っています。賞をい
ただけたのは、明るく楽しい広報委員の仲間たちや、先生・
地域・保護者の皆さんのご協力のお陰だと感謝しています」
と喜びを話しました。

口之津中育友会 広報紙グランプリ受賞

　2月24日、好天の中、「第28回原城マラソン大会」を開催したと
ころ、県内外から1,749人のランナーが参加者し、まち全体が盛り
上がりました。
　個性豊かなコスチュームで大会を楽しませてくれるランナーや
自身の記録に挑戦したり、景色を満喫しながらマイペースで走る
ランナーなど、思い思いの楽しみ方で世界文化遺産に登録された
原城跡を駆け抜けました。
　大会ゲストにマラソンランナーの谷川真理さんや北京オリン
ピックメダリスト高平慎士さんを迎え、レース後にはランニング
教室が行われるなど、さまざまな催しで参加者をもてなしました。
初めて参加した人の中には、早くも次回の参加を希望される人も
いました。

世界遺産「原城跡」を疾走

岩永 信康さん（深江町）
大正８年3月１日生まれ

　２月に東京都で行われた「第23回全国少年少女選抜レスリング選手権大会」
において、小学６年男子の30キロ級で南島原レスリングクラブ所属の小川大
和くん（西有家小６年）が、日本一に輝きました。小川くんは、夏の全国大会
と今回の選抜大会ともに日本一に輝いており、見事２冠を達成しました。
　３月６日、市役所を訪れた小川くんは「レベルが高い大会で、特に準決勝か
らはきつかった。２冠をとるのが目標だったので、とてもうれしかった」と話
しました。また、松本市長を相手にタックルを披露する一場面もありました。

小川くんがレスリングで日本一

いつまでもお元気で
～100歳おめでとうございます～

　３月７日、災害が発生した際
の相互協力を目的に、一般社団
法人南高医師会と医療救護に関
する協定を締結しました。
　協定式で、松本市長は「全国
各地で大規模な災害が多発して
いる中、今回の協定締結は市民
の安全・安心な暮らしの実現に
寄与するものと大いに期待して

いる」、馬場惠介会長（南高医師会）は「今後も協議を重ね、市民に安心・
安全を提供できるよう努力したい」と話しました。
　この締結により、災害発生時、救護所での疾病者に対する医療の提供や、
避難所における必要な医療の提供など、円滑な医療救護活動が期待され
ます。

南高医師会と災害時医療救護協定を締結
平成30年度 献血表彰者

問健康対策課 ☎７３－６６４３

　長年にわたる献血のご功労に、平成30年
度市長感謝状が贈呈されました。献血への
ご理解、ご協力ありがとうございました。

－敬称略－　

【南島原市長感謝状 受賞者】
●献血回数50回以上
　岩永　昭任（加津佐）  江川　光洋（有　家）
　田浦　伸介（有　家）  田中　　徹（南有馬）
　田中　知伸（有　家）  中村　美和（有　家）
　平湯　政好（加津佐）  六倉　一夫（南有馬）

●献血回数30回以上
　安達　和久（有　家）  荒木　健一（有　家）
　荒木　伸也（有　家）  小川　秀祐（西有家）
　金子　修二（南有馬）  喜多　隆一（深　江）
　栗田　一政（加津佐）  相良　健治（加津佐）
　菅原加代子（加津佐）  田口　　吾（口之津）
　原田　里美（南有馬）  福島　寿章（口之津）
　宮野　太志（南有馬）  山口　良介（深　江）
　山下　晋吾（深　江）

岡田 スミヱさん（有家町）
大正８年２月25日生まれ

　２月２日に長崎県庁で開催された
「平成30年度長崎県中学生英語暗唱大会」
（県教育委員会主催）で、中島和香奈さん
（加津佐中２年）が優秀賞を受賞しました。
　この大会は、教科書などから選んだ英
文を２分程度で暗唱し、発音の正確さや
声量、態度、完成度を競います。今回、
県内各市町の代表25人が参加し、中島さ
んは「Landmines and Akira」という英
文を暗唱しました。

　３月７日、中島さんは市役所を訪れ、「少し緊張したけど、練習を思い
出してがんばりました。来年度も出場して、最優秀賞をとりたい」と大会
出場の感想と今後の抱負を話し、大会当日に発表した英文暗唱を披露して
くれました。

中学生英語暗唱大会

まちの話題まちの話題まちの話題
Focus in 南島原

　頭巾の角を折ってできた広報南島
原の「市民の声」を、もっと大いに
利用しよう。邑老より。

「わたしのプチ話題」
（市民の声）


